
江
戸
の
埋
立
地
造
成
と
木
場
の
移
転

沢

-小

雄

r;:t. 

め

じ

東
京
湾
沿
岸
は
外
洋
沿
岸
に
比
べ
て
第
一
図
(
1
〉
の
よ
う
に
干
潟
(
砂
州
)
の
発
達
し
た
遠
浅
海
岸
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
湾
頭
の
東

江戸の埋立地造成と木場の移転

京
(
江
戸
)
周
辺
の
海
岸
も
隅
田
川
、
中
川
江
戸
川
な
ど
の
流
入
に
よ
っ
て
干
潟
の
発
達
し
た
遠
浅
海
岸
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。江
戸
周
辺
の
遠
浅
海
岸
は
市
街
地
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
埋
立
地
の
造
成
な
ど
、
か
な
り
地
域
的
性
格
(
地
域
性
)

の
変
化
が
み
ら
れ

る
。
本
研
究
は
江
戸
に
お
け
る
木
場
を
指
標
と
し
て
、
江
戸
周
辺
に
お
け
る
遠
浅
海
岸
の
地
域
性
の
変
化
と
、
そ
の
背
景
を
究
明
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
埋
立
地
造
成
と
木
場
の
移
転

167 

天
正
十
八
年
(
一
五
九

O
)
の
徳
川
氏
江
戸
入
国
以
降
の
江
戸
市
街
地
形
成
の
た
め
の
埋
立
地
お
よ
び
そ
の
外
側
の
干
潟
に
開
発
さ
れ
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た
干
拓
新
田
な
ど
を
年
代
別
に
み
る
と
第

二
図
の
如
く
で
あ
る
す
)
O

江
戸
に
お
け
る
木
場
を
調
査
す
る
ま
え

1尋は約1.8m 

に
「
木
場
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

木
場
と
は
元
来
「
材
木
を
た
く
わ
え
て
お

く
場
所
」

(
3
)
す
な
わ
ち
「
木
置
場
」
の
こ

と
で
(
4
)
、
貯
木
場
(
貯
水
池
)
を
意
味
す

注

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
世
に
な
る
と
貯

東京湾沿岸の砂川i

木
場
(
池
)

に
材
木
問
屋
が
併
立
(
同

居
)
し
た
地
域
の
名
称
に
も
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

天
正
十
八
年
(
一
五
九

O)
の
徳
川
氏

第1図

江
戸
入
国
直
後
の
江
戸
市
街
地
(
内
町
)

は
道
三
堀
の
開
さ
く
後
〈
5
)
、

そ
の
周
辺

に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
材
木
町
も
「
道

河
岸
は
御
入
国
後
、
材
木
商
軒
を
並
べ

て
有
之
侯
」

(
6
)
の
よ
う
に
道
三
堀
に
成
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2冊。1000 . 

立
し
た
も
の
で
あ
る
o

当
時
の
江
戸
の
海
岸
線
は
第
二
図
の
天
正
十
八
年

(
一
五
九

O
)
の
線
で
あ
る
か
ら
、
道
三
堀
の
材
木
町
(
第
二
図
の

1
)
t主

日
本
橋
川
な
ど
に
よ
り
臨
海
地
域
と
直
結
し
た
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

江戸の埋立地造成と木湯の移転

慶
長
十
一
年
(
一
六

O
六
)
道
三
堀
周
辺
の
内
町
と
い
わ
れ
た
後
の
日
本

橋
大
伝
馬
町
、
同
小
伝
馬
町
一
丁
目
、
京
橋
伝
馬
町
一
丁
目
、

日
本
橋
本
材

木
町
、
同
吉
原
町
、
同
四
日
市
町
、
舟
町
、
京
橋
新
肴
町
、
同
弥
左
衛
門
町
、

同
畳
町
、
同
弓
町
、

日
本
橋
新
右
衛
門
町
、
芝
露
月
町
な
ど
が
、
江
戸
城
修

築
に
と
も
な
い
郭
内
か
ら
移
転
し
て
い
る
o

こ
の
と
き
材
木
町
も
「
彼
地

(
道
三
堀
内
町
)
武
家
屋
敷
と
な
り
候
に
付
、
御
城
東
外
へ
出
さ
れ
候
」
の

第2図

よ
う
に
日
本
橋
に
移
転
し
て
い
る
(
7
)
O

慶
長
十
一
年
ご
六

O
六
)
当
時
の

海
岸
線
は
慶
長
八
年
(
一
六

O
三
)
豊
島
の
洲
崎
の
埋
立
地
造
成
に
よ
り
第

二
図
(
日
本
橋
、
京
橋
地
域
の
み
)

の
よ
う
に
後
退
し
て
い
る
か
ら
(
旦
、
慶

長
十
一
年
二
六

O
六
)

に
郭
内
か
ら
日
本
橋
本
材
木
町
に
移
転
し
て
八
丁

堀
沿
岸
(
第
二
図
の

2
)
に
成
立
し
て
い
た
木
場
(
材
木
町
)
は
日
本
橋
川
・

169 

寛
永
十
八
年
(
一
六
四
一
)

八
丁
堀
な
ど
に
よ
り
臨
海
地
域
に
直
結
し
て
い
た
。
こ
れ
は
豊
島
の
洲
崎
の
埋
立
地
造
成
以
前
の
道
三
堀
河
岸
の
場
合
と
同
型
で
あ
る
。

一
月
二
十
九
日
の
大
火
で
多
く
の
材
木
が
焼
失
し
た
た
め
材
木
需
要
が
増
大
し
て
価
格
の
暴
騰
を
ま
ね
い

た
。
ま
た
大
火
後
こ
れ
ま
で
の
材
木
の
高
積
み
が
延
焼
を
肪
長
じ
た
な
ど
、
防
火
な
ら
び
に
建
築
資
材
確
保
の
た
め
幕
府
は
府
内
三
十
五
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か
所
に
散
在
す
る
材
木
問
屋
の
木
置
場
を
隅
田
川
河
口
の
深
川
の
地
(
第
二
図
の

3
)
に
下
賜
し
て
移
転
を
命
じ
た
(
9
)
O

寛
永
十
八
巳
年
中
大
火
御
座
候
に
付
、
諸
材
木
炭
一
新
等
迄
焼
失
仕
、
御
用
等
御
差
支
の
義
も
御
座
候
由
、
其
上
所
々
町
中
に
材
木
類
高
積
仕
置
候
由
に

て
、
御
詮
議
の
上
河
岸
付
に
て
諸
材
木
炭
薪
等
商
売
仕
候
者
共
住
居
致
候
久
右
衛
門
町
一
丁
目
、
二
丁
目
、
同
所
佐
久
間
町
一
丁
目
並
同
日
本
橋
辺
本

材
木
町
、
三
拾
間
堀
、
本
八
丁
堀
辺
都
合
三
拾
五
ケ
町
の
町
人
共
御
評
定
え
被
召
出
、
深
川
木
置
場
に
お
ひ
て
揚
場
屋
舗
被
下
置
候
旨
、
御
老
中
松
平

伊
豆
守
殿
被
仰
渡
、
拝
領
屋
舗
被
下
置
候
儀
に
御
座
候

深
川
木
置
場
(
深
川
材
木
町
)
t土

「
町
方
起
立
之
儀
者
往
古
深
川
海
面
に
而
追
々
寄
洲
出
来
寛
永
之
頃
者
地
高
之
場
所
に
相
成
候
に
付
本
材
木
町
三
十
間
堀
並
神
田
辺
材
木
問
屋
共
木
置

場
に
被
下
置
候
処
元
禄
十
二
卯
年
中
御
用
地
に
被
召
上
:
:
:
」
(
叩
)

の
よ
う
に
寛
永
十
八
年
(
一
六
回
二
隅
田
川
河
口
の
寄
洲
に
成
立
し
た
木
置
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
当
時
の
江
戸
の
海
岸

線
は
第
二
図
の
正
保
一
年
(
一
六
四
四
)
以
前
で
あ
る
か
ら
深
川
木
置
場
は
当
時
の
埋
立
地
の
先
端
に
造
成
さ
れ
た
貯
木
場
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

深
川
木
置
場
(
深
川
材
木
町
)

は
元
禄
十
二
年
(
一
六
九
九
)
御
用
地
に
な
っ
た
た
め
召
上
げ
ら
れ
た
(
こ
れ
以
後
、
深
川
木
置
場
の

地
を
深
川
元
木
場
と
い
う
)
O

そ
の
た
め
本
所
猿
江
へ
移
転
し
た
が
、

再
び
御
用
地
と
な
っ
た
た
め
、
元
禄
十
四
年
(
一
七

O
一
)
材
木

問
屋
十
五
人
が
深
川
木
場
町
二
十
四
か
町
(
第
二
図
の

4
)
を
埋
立
て
て
成
立
し
た
。

当
所
-
一
罷
在
候
材
木
問
屋
と
も
之
儀
者
慶
長
年
中
よ
り
御
当
地
一
一
而
商
売
仕
追
々
御
当
地
御
繁
栄
一
一
罷
成
然
所
寛
永
之
頃
大
火
之
後
為
火
除
延
宝
年
中

よ
り
只
今
之
深
川
元
木
場
一
一
而
諸
材
木
問
屋
商
売
仕
候
処
右
一
冗
木
場
御
用
地
-
一
被
召
上
以
後
本
所
猿
江
え
相
引
ケ
候
処
是
又
御
用
地
一
一
相
成
候
-
一
付
元

禄
十
四
年
巳
四
月
材
木
問
屋
拾
五
人
之
者
御
築
立
場
残
地
之
内
四
回
之
所
江
戸
町
並
同
前
家
作
御
改
御
免
之
町
屋
ニ
仕
度
御
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
様
御

寅
請
奉
願
候
処
願
之
通
仰
付
地
代
金
上
納
仕
御
同
所
様
御
支
配
一
一
而
同
十
六
年
未
四
月
右
問
屋
と
も
木
置
場
ニ
付
木
場
町
と
名
目
奉
願
唱
来
候
〈
日
)

寛
文
・
延
宝
・
天
和
の
各
江
戸
図
と
同
じ
く
元
禄
十
一
年
(
一
六
九
八
)

の
江
戸
図
に
は
深
川
木
場
の
記
載
は
な
く
、

い
ま
だ
海
浜
で
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今
dる
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あ
る
。
し
か
し
元
禄
十
三
年
(
一
七

O
O
)
の

江
戸
図
(
第
三
図
)
に
は
深
川
木
場
町
を
ふ
く

む
築
地
組
合
二
十
四
か
町
の
地
域
が
線
で
固
い

」
ま
れ
て
い
る

2
3

江戸図による木場

町
内
起
立
之
義
ハ
往
古
深
川
海
面
一
一
而
追
々
寄
洲

之
形
出
来
水
地
一
一
有
之
候
処
元
禄
十
一
戊
寅
年
御

代
官
伊
奈
半
左
衛
門
様
御
普
譜
御
奉
行
深
津
八
郎

右
衛
門
様
御
掛
リ
ニ
而
築
地
御
取
立
始
リ
同
十
三

庚
辰
年
元
木
場
跡
地
並
築
地
町
々
御
貿
請
被
仰
付

同
年
十
二
月
よ
り
同
十
五
午
年
迄
伊
奈
半
左
衛
門

様
え
所
々
町
人
共
右
同
所
江
戸
並
同
前
家
作
御
改

御
免
之
町
屋
舗
一
一
仕
度
段
申
立
追
々
御
山
頁
請
奉
願

候
処
願
之
通
被
仰
付
右
御
役
所
え
地
代
金
上
納
仕

引
統
御
同
所
之
町
名
之
儀
奉
願
御
開
済
之

K
銘
々

町
名
相
唱
築
地
御
町
割
場
所
之
儀
ハ
深
川
東
平
野

町
同
所
西
平
野
町
同
亀
久
町
同
大
和
町
同
宮
川
町

同
入
船
町
同
島
田
町
向
島
崎
町
同
扇
町
同
茂
森
町

同
吉
永
町
向
山
本
町
同
商
永
町
同
三
好
町
同
元
加

賀
町
同
木
場
町
右
拾
六
ケ
町
ニ
相
分
其
後
買
請
地

御
拝
領
地
相
増
都
合
廿
四
ケ
町
-
一
一
組
成
右
之
分
何

れ
も
惣
名
築
地
町
と
相
唱

元緑13年第3図
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宝
永
一
年
(
一
七

O
四
)

の
江
戸
図
に
は
元
禄
十
三
年
(
一
七

O
O
)
の
囲
い
線
の
内
部
に
あ
ら
た
に
「
新
築
地
」
の
文
字
が
記
入
さ

の
江
戸
図
に
は
縦
・
横
に
堀
が
記
入

れ
、
そ
の
先
端
に
は
弁
天
社
(
洲
崎
神
社
)
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
正
徳
三
年
(
一
七
二
二
)

さ
れ
て
い
る
が
、
後
年
の
江
戸
図
を
ふ
く
め
て
明
治
二
十
三
年
(
一
八
九

O
)
お
よ
び
明
治
四
十
二
年
(
一
九

O
九
)

に
み
ら
れ
る
よ
う

洲崎事呼天.1lJ

明

mγO 
i竜

~ 

)1， 業

の
陸
地
測
量
部
地

形
図
(
第
四
図
)

な
貯
木
池
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。

一
元
禄
十
三
年
(
一
七

O
O
)
当
時

の
海
岸
線
か
ら
み
る
と
深
川
木
場

深川木場周辺

(
第
二
図
の

4
)
が
深
川
元
木
場
と

同
じ
よ
う
に
埋
立
地
の
先
端
に
造
成

さ
れ
た
貯
木
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
い

第4図明治42年

う
ま
で
も
な
い
。

以
上
か
ら
江
戸
に
成
立
し
た
木
場

は
江
戸
市
街
地
の
拡
大
と
埋
立
地
造

成
の
進
展
に
と
も
な
い
次
第
に
臨
海

地
域
の
埋
立
地
先
端
に
遠
心
的
に
移

転
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。



二
、
江
戸
市
街
地
の
拡
大
と
埋
立
地
造
成

埋
立
地
造
成
と
は
人
聞
が
あ
る
種
の
目
的
に
よ
っ
て
湖
沼
や
海
面
な
ど
に
人
工
的
に
土
地
(
陸
地
)
を
造
成
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

経
済
的
に
い
っ
て
も
そ
の
大
半
の
過
程
が
自
然
の
力
に
よ
っ
て
進
展
し
て
い
る
内
湾
の
三
角
洲
地
先
の
遠
浅
海
岸
や
入
江
の
干
潟
に
計
画

さ
れ
る
こ
と
が
よ
り
有
利
で
あ
る
。

埋
立
地
造
成
以
前
の
江
戸
周
辺
に
お
け
る
干
潟
(
砂
州
)

の
発
達
状
態
は
、
明
治
以
後
の
第
一
図
の
よ
う
に
正
確
に
は
知
る
こ
と
は
で

?
に
、
1
、

占

C

中
山
し
カ

隅
田
川
河
口
の
鉄
砲
州
地
先
に
お
け
る
干
潟
百
間
四
方
の
地
に
成
立
し
た
佃
島
猟
師
町
(
担
、

同
じ
く
隅
田
川
河
口
に
成
立

し
た
深
川
猟
師
町
(
現
在
の
深
川
佐
賀
町
周
辺
)

は
「
寛
、
氷
六
己
年
開
発
人
藤
左
衛
門
次
郎
兵
衛
外
六
人
よ
り
地
所
築
立
之
儀
御
代
官
伊

奈
半
十
郎
様
え
願
出
候
願
之
通
被
仰
付
同
年
築
立
出
来
惣
名
深
川
猟
師
町
と
唱
」
(
M
)
の
よ
り
に
隅
田
川
河
口
の
干
潟
に
造
成
さ
れ
た
埋
立

江戸の浬立地造成と木場の移転

地
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
佃
島
猟
師
町
が
白
魚
漁
を
専
業
と
す
る
摂
津
国
か
ら
移
住
し
た
漁
民
に
対
し
て
、
深
川
猟
師
町
は
同

じ
摂
津
国
の
漁
民
の
移
住
で
あ
り
な
が
ら
干
潟
に
お
け
る
貝
類
漁
業
を
得
意
と
し
た

(50
深
川
猟
師
町
が

「
漁
業
便
利
の
地
に
付
住
居

致
居
候
」
(
凶
)
と
あ
る
よ
う
に
貝
類
漁
場
と
し
て
の
干
潟
が
河
口
周
辺
に
広
く
発
達
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
隅
田
川
河
口

の
豊
島
の
洲
崎
に
慶
長
八
年
ご
六

O
二
一
)
埋
立
地
が
造
成
さ
れ
、
小
名
木
川
以
南
に
は
「
往
昔
は
海
岸
の
茅
野
又
は
沼
地
な
り
し
を
慶

長
元
年
よ
り
開
発
」
の
海
辺
新
田
(
口
)
「
万
治
二
年
原
野
及
海
岸
の
寄
洲
等
を
切
開
き
て
新
田
と
な
せ
り
」
の
砂
村
新
田
が
あ
る
(
国
)
O

~ 

'-

の
よ
う
に
古
記
録
か
ら
干
潟
干
拓
に
よ
る
新
田
開
発
〈
叩
)
の
分
布
か
ら
み
て
、
隅
田
川
河
口
周
辺
海
域
が
埋
立
地
や
干
拓
地
造
成
に
好
適

な
遠
浅
海
岸
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
江
戸
初
期
の
埋
立
地
・
干
拓
地
造
成
後
も
宝
永
七
年
(
一
七
一

O
)
の
石
小
田
新
田
(
初
)
享
保
年
中

(
一
七
二
ハ
ー
一
七
三
五
)
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の
千
田
新
旧
(
幻
)
宝
暦
年
中
(
一
七
五
一

1
一
七
六
一
ニ
)

の
越
中
島
新
田
五
〉
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)

の
平
井
新
田
(
号
、
な
ど
の
よ
う

に
古
記
録
の
う
え
か
ら
干
潟
に
造
成
さ
れ
た
干
拓
新
田
の
分
布
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
近
世
以
降
の
河
川
両
岸
の
連
続
堤
の
構
築
に
よ
る

河
道
の
固
定
化
は
、
山
地
か
ら
の
腐
植
土
が
直
接
海
に
流
出
し
て
、
河
口
附
近
の
三
角
洲
地
先
に
堆
積
し
、
干
潟
を
発
達
さ
せ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
埋
立
地
や
干
拓
地
が
造
成
さ
れ
た
後
も
河
川
は
絶
え
ず
三
角
洲
地
先
に
干
潟
を
形
成
し
、
埋
立
地
や
干
拓
可
能
地
を
提
供

の
前
進
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
五
万
こ
の
現
象
は
第
二
図
に
み
ら
れ
る
埋
立
地
・
干
拓
地
(
新
田
)

の
徳
川
氏
江
戸
入
国
に
お
い
て
は
じ
ま
り
、
慶
長
八
年
ご
六

O
一二)

の
徳
川
幕

江
戸
市
街
地
の
形
成
は
天
正
十
八
年
(
一
五
九

O
)

に
お
け
る
諸
大
名
の
証
人
(
人

府
成
立
に
よ
っ
て
市
街
地
の
拡
大
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
慶
長
十
二
年
三
六

O
七
)

の
武
家
法
度
実
施
に
と
も
な
う
諸
藩
家
老
質
子
の
江
戸
在
住
(
号
、
寛
永
十
一
年
(
一

質
)
の
江
戸
在
住
、
(
凶
)
元
和
一
年
(
一
六
一
五
)寛

永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
武
家
法
度
を
改
正
、

諸
大
名
の
参
勤
交
替
の
期
を
四
月
と

六
三
四
)

の
譜
第
大
名
妻
子
の
江
戸
在
住
号
、

」
の
よ
う
に
江
戸
に
は
幕
府
直
参
の
家
来
だ
け
の
居
住
で
は
な
く
な

定
め
、
諸
大
名
を
二
組
に
分
け
て
交
替
に
参
勤
就
封
さ
せ
た
(
お
)
O

り
、
諸
大
名
と
そ
の
家
族
お
よ
び
家
臣
の
江
戸
在
住
と
い
う
人
口
集
中
に
よ
る
結
果
で
あ
る
。

100 

積

〈

吋

)

こ
れ
ら
諸
大
名
の
江
戸
在
住
に
よ
る
屋
敷
は
一
万
石
か
ら
二
万
石
で
二
、

五
O
O坪
、
十
万
石
か

地
軸
ら
十
五
万
石
で
七
、

0
0
0坪
と
い
う
よ
う
に
禄
高
に
よ
っ
て
そ
の
敷
地
が
下
賜
さ
れ
、
こ
れ
は
江

街
埋
市
と
戸
在
住
の
旗
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
(
却
)
O

さ
ら
に
江
戸
市
街
地
と
そ
の
周
辺
に
分
布
す
る

戸

積
江
面
九
七
四
か
寺
(
叩
)
に
も
寺
地
が
下
賜
さ
れ
る
な
ど
、

lω 17aJ 1加 I~ω坪

江
戸
市
街
地
は
次
第
に
拡
大
す
る
要
素
を
も
っ

に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
白
)
O

そ
し
て
こ
の
市
街
地
拡
大
の
た
め
の
空
間
づ
く
り
の
一
部
と
な
っ
た

第 5図

の
が
江
戸
周
辺
の
遠
浅
海
岸
に
造
成
さ
れ
た
埋
立
地
で
、
両
者
の
関
係
を
み
る
と
第
五
図
の
如
く
で



あ
る
o

し
か
し
江
戸
市
街
地
の
拡
大
面
積
に
対
し
て
埋
立
地
造
成
面
積
が
低
い
の
は
、
江
戸
城
を
中
心
と
し
て
東
西
南
北
の
直
線
に
よ
っ

て
江
戸
を
四
分
す
る
と
き
、
埋
立
地
、
干
拓
地
は
そ
の
四
分
の
一
の
海
面
に
造
成
さ
れ
た
こ
と
と
、
近
郊
へ
の
拡
大
に
対
し
て
埋
立
地
造

成
の
困
難
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
約
一

O
M近
く
の
埋
立
地
・
干
拓
地
が
造
成
さ
れ
、

そ
の
半
分
近
く
が
正
徳
三
年

(
一
七
一
三
)

に
は
町
奉
行
所
支
配
範
囲
に
編
入
さ
れ
て
江
戸
市
街
地
化
し
て
い
る

(80

造
成
面
積

ま
た
こ
の
埋
立
地
造
成
地
域
は
、

そ
の
も
の
は
市
街
地
拡
大
面
積
に
比
べ
て
低
い
が
、
江
戸
中
心
地
域
に
近
接
し
て
水
運
に
め
ぐ
ま
れ
、
他
国
か
ら
の
物
資
流
入
の
重
要
な

地
域
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
江
戸
市
街
地
の
拡
大
と
木
場
の
移
転

江
戸
市
街
地
の
場
末
に
あ
っ
た
木
場
が
そ
の
拡
大
に
よ
っ
て
町
中
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
問
題
と
な
る
の
は
防
火
と
広
大

江戸の埋立地造成と木場の移転

な
空
間
を
占
拠
す
る
こ
と
で
あ
る
o

明
暦
三
年
(
一
六
五
七
)

の
大
火
か
ら
明
治
十
四
年
(
一
八
八
一
)
ま
で
の
こ
二
四
年
間
の
火
災
の
う
ち
、
長
さ
十
五
町
以
上
を
焼
失

し
た
江
戸
の
大
火
は
九
三
件
と
記
録
さ
れ
て
い
る

a〉O
こ
の
火
災
の
た
び
に
火
勢
を
助
長
す
る
危
険
性
の
あ
る
木
置
場
(
木
場
)
が
、
火

災
か
ら
安
全
な
地
域
に
移
転
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
当
然
と
思
わ
れ
る
o

そ
し
て
木
置
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
貯
木
池
は
埋
立
て
ら

れ
、
そ
の
跡
地
は
市
街
地
の
た
め
に
再
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
橋
本
材
木
町
の
再
開
発
は
「
元
禄
三
午
年
、
前
警
本
材
木
町
一
丁

目
よ
り
四
丁
目
迄
之
入
堀
三
箇
所
共
埋
立
、

一
丁
目
之
方
者
、
同
所
並
音
羽
町
町
屋
に
成
、
二
丁
目
三
丁
目
聞
の
方
者
、
同
所
並
小
松
町

町
屋
に
成
」
(
鈍
〉
お
よ
び
各
年
の
江
戸
図
に
お
い
て
そ
の
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
深
川
元
木
場
(
材
木
町
)
t土
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「
右
跡
地
(
木
置
場
)
其
頃
御
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
様
御
掛
リ
ニ
而
御
築
直
し
有
之
候
由
翌
十
三
辰
年
よ
り
同
十
四
巳
年
、
迄
追
々
町
人
共
よ
り
御
買
請
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之
儀
奉
願
江
戸
町
並
家
作
御
改
御
免
之
場
所
一
一
被
成
下
候
様
御
同
所
御
役
所
え
奉
願
候
処
願
之
通
被
仰
付
右
代
金
上
納
仕
引
統
御
同
所
之
町
名
之
儀
願

御
開
済
之
上
銘
々
町
名
相
唱
」
(
告

の
よ
う
に
木
置
場
跡
地
は
再
築
地
の
後
に
二
十
二
か
町
の
町
屋
に
再
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
深
川
元
木
場
よ
り
移
転
し
た
深
川
木
場
も

最
近
再
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い
る
詣
)
O

」
れ
ら
は
木
場
を
遠
心
的
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

防
火
対
策
と
市
街
地
の
拡
大
に
と

な
も
う
空
間
取
得
と
い
う
、
都
市
対
策
を
一
度
に
達
成
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。

四
、
埋
立
地
造
成
と
木
場
と
の
関
連
性

東
京
の
隅
田
川
東
岸
に
お
け
る
江
東
地
域
の
貯
木
池
を
明
治
四
十
二
年
(
一
九

O
九
三
大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
)
、
大
正
十
年
(
一
九

叫kJ崎

町
木
地
面
A
d

晴
、
4
}

門∞

第B図

二
一
)
、
大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
、
昭
和
五
年
(
一
九
三

O
)
、
昭
和
十

年

1950年

東京江東地区の貯水池

の変移

(
一
九
三

七
)
、
昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七
)
、

昭
和
三
す
五
年

(
一
九
六

O
)
の
陸
地
測
量
部
お

よ
び
国
土
地
理
院
の
一
万
分
の
一
地
形
図
に
よ
っ
て
面
積
を
計
測
し
、
そ
の
変
化
を
み
る
と

第
六
図
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
内
陸
化
し
た
旧
深
川
木
場
周
辺
の
貯
木
池
は
次
第

に
減
少
し
、
有
明
、
豊
州
な
ど
、
埋
立
地
に
造
成
さ
れ
た
貯
木
池
が
次
第
に
増
加
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
o

こ
れ
ら
は
東
京
港
が
未
完
成
で
あ
っ
た
頃
は
横
浜
港
経
由
に
よ
る
材
木
の
輸

も
そ
れ
ほ
ど
の
ち
が
い
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
東
京
港
が
完
成
し
て
港
内
か
ら
直
接
材
木
を
貯
木
池
に
輸
送
す
る
た
め
、
内
陸
貯
木
池
よ

入
で
あ
っ
た
た
め
、
横
浜
港
か
ら
は
距
離
的
に
は
内
陸
貯
木
池
で
も
臨
海
貯
木
池
で
あ
っ
て

り
埋
立
地
に
お
け
る
臨
海
貯
木
池
の
方
が
、
距
離
的
に
三
分
の
一
か
ら
三
分
の
二
ほ
ど
が
短
縮
で
き
て
有
利
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は



地
盤
沈
下
に
よ
り
材
木
輸
送
の
た
め
の
内
陸
河
川
の
航
行
不
能
、
貯
木
と
水
害
の
問
題
も
大
き
い
要
因
で
あ
る
(
幻
)
O

幕
藩
体
制
下
の
木
材
の
流
通
機
構
を
み
る
と
、
江
戸
木
材
市
場
は
角
材
と
丸
材
と
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
商
業
組
織
を
並
立
さ
せ

-
尾
張
・
三
州
・
遠
州
な
ど
の
遠
隔
地
か
ら
海
路
、
江
戸
の
深
川
に
輸
送
さ
れ
た
。
ま
た
丸
太

て
い
た
o

角
材
は
紀
州
(
熊
野
・
新
宮
)

材
は
武
州
秩
父
、
西
川
、
青
梅
を
は
じ
め
三
多
摩
地
方
、
黒
羽
、
原
方
(
那
須
)
、
鹿
沼
、
日
光
な
ど
の
野
州
、
磐
城
平
、
水
戸
、
そ
の
他
上

州
、
房
州
な
ど
の
関
東
一
円
か
ら
河
川
に
よ
っ
て
江
戸
に
搬
入
さ
れ
た
か
ら
こ
れ
を
総
称
し
て
川
辺
材
と
よ
び
、
角
材
の
海
辺
材
と
区
別

し
た
。
角
材
問
屋
が
深
川
木
場
に
本
拠
を
お
い
た
の
に
対
し
て
、
川
辺
問
屋
は
本
所
を
中
心
と
し
て
深
川
、
千
住
な
ど
に
屈
を
構
え
、
木

場
と
は
別
個
に
独
立
し
た
勢
力
を
つ
く
っ
て
い
た

az
角
材
問
屋
が
深
川
木
場
を
本
拠
に
し
て
臨
海
地
域
に
成
立
し
て
い
た
の
は
、

明

治
初
年
頃
に
お
い
て
も
各
地
か
ら
の
東
京
(
江
戸
)

へ
の
材
木
供
給
量
の
う
ち
、
紀
州
材
は
そ
の
七

O
Mか
ら
八

O
%を
占
め
、
尾
州
・

遠
州
な
ど
と
と
も
に
産
地
か
ら
帆
船
で
鉄
砲
洲
沖
に
輸
送
さ
れ
、

筏
と
し
て
深
川
木
場
へ
送
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
翁
)
O

ま
た
こ
れ

江戸の埋立地造成と木場の移転

ら
原
産
地
は
遠
隔
の
た
め
材
木
輸
送
に
多
く
の
日
数
を
要
し
た
し
、
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の
輸
送
は
き
わ
め
て
不
確
実
で
あ
っ
た
。

紀
州
木
本
か
ら
の
江
戸
へ
の
材
木
輸
送
を
み
る
と
、
二
月
お
よ
び
八
月
は
海
が
荒
れ
る
た
め
航
海
が
危
険
で
江
戸
積
の
出
船
は
な
く
、

そ
の
た
め
三
月
・
九
月
・
十
月
・
十
一
月
に
は
反
対
に
多
く
な
る
。
ま
た
米
、

み
か
ん
な
ど
の
出
荷
期
に
は
船
舶
需
要
も
増
加
し
て
運
賃

材
木
輸
送
に
は
季
節
的
な
制
約
も
存
在
し
た
翁
〉
O

」
れ
ら
材
木
輸
送
の
性
格
は
江
戸
に
お
け
る
大
火
の
際
な
ど
供

も
高
騰
す
る
な
ど
、

給
が
不
足
し
て
も
産
地
か
ら
迅
速
に
多
量
の
輸
送
が
で
き
ず
、
そ
の
需
要
に
応
じ
ら
れ
な
い
た
め
木
材
市
価
が
暴
騰
す
る
結
果
を
ま
ね
き

や
す
い
。
そ
の
た
め
木
場
は
常
に
、
材
木
を
貯
蔵
し
て
消
費
者
の
需
要
に
こ
た
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
材
木
を
貯
蔵
す
る
広
大
な

貯
木
池
(
木
置
場
)
が
江
戸
市
街
地
に
近
接
し
て
、
必
然
的
に
成
立
す
る
結
果
に
た
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
木
場
が
江
戸
市
街
地
の
拡
大

177 

に
と
も
な
っ
て
遠
心
的
広
移
転
し
た
こ
と
は
第
二
図
の
如
く
で
あ
る
が
、
次
に
木
場
が
臨
海
地
域
の
埋
立
地
に
造
成
さ
れ
た
可
能
性
を
究
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明
し
よ
う
。

江
戸
に
お
け
る
臨
海
貯
木
場
(
貯
木
池
)

の
造
成
過
程
を
記
録
し
た
史
料
は
な
い
が
、
干
潟
の
発
達
し
た
遠
浅
海
岸
に
杭
や
柵
な
ど
で

海
面
を
固
い
こ
む
と
、
そ
れ
だ
け
で
初
期
の
貯
木
池
が
造
成
さ
れ
る
。
こ
の
形
式
の
貯
木
池
は
越
中
島
や
有
明
材
木
埠
頭
に
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
次
に
固
い
こ
ま
れ
た
内
部
水
面
に
材
木
輸
送
用
の
河
川
・
堀
が
閉
さ
く
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
発
生
し
た
渡
諜
土
に
よ
っ
て
河
岸

に
堤
を
構
築
し
て
囲
い
こ
ま
れ
た
内
部
水
面
の
区
画
を
さ
ら
に
細
分
す
る
。
こ
の
状
況
は
寛
文
・
延
宝
・
天
和
・
元
禄
の
江
戸
図
(
第
三

図
)
に
お
け
る
深
川
元
木
場
、
正
徳
三
年
(
一
七
一
一
二
)
以
後
の
江
戸
図
に
お
け
る
深
川
木
場
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
堤
に
よ

っ
て
細
区
分
さ
れ
た
内
部
水
面
に
は
材
木
が
運
搬
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
貯
木
さ
れ
る
。
深
川
木
場
周
辺
の
永
代
浦
は
元
禄
十
年

(
一
六
九

七
)
以
降
、
江
戸
市
街
地
か
ら
の
芥
船
の
搬
入
す
る
塵
芥
に
よ
っ
て
埋
立
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

私
共
先
祖
之
者
共
奉
願
上
候
者
深
川
永
代
浦
入
海
干
潟
凡
拾
五
万
坪
之
所
私
共
え
被
下
置
候
ハ
パ
御
新
田
取
建
可
申
候
間
江
戸
中
捨
芥
右
之
入
海
干
潟

え
捨
候
様
被
為
仰
付
下
置
候
様
-
一
奉
願
上
候
得
者
御
吟
味
之
上
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
則
高
札
御
建
被
下
置
候
よ
り
始
而
芥
捨
場
と
申
儀
相
定
候
依
之

先
祖
之
者
共
入
用
金
を
以
深
川
熊
井
町
よ
り
八
幡
前
通
迄
古
川
の
波
夫
よ
り
又
幅
六
間
長
八
百
間
程
之
処
芥
船
往
来
之
新
川
を
堀
其
外
芥
船
手
配
り
通

路
之
小
川
校
川
二
千
余
間
余
堀
立
毎
日
芥
引
人
足
を
入
築
立
普
請
仕
候
且
又
右
上
総
湾
池
船
相
成
不
申
場
所
茂
早
速
没
取
可
申
候
間
右
拾
五
万
坪
之
外

に
町
屋
敷
三
千
坪
被
下
置
候
様
(
中
略
)
前
書
奉
申
上
候
築
立
拾
五
万
坪
之
所
近
来
一
円
木
場
町
と
申
候
右
拾
五
万
坪
築
地
後
者
拾
万
坪
芥
捨
場
に
被

為
仰
付
候
間
段
々
出
精
仕
芥
船
共
漕
送
ら
せ
地
形
高
成
則
千
田
新
田
と
申
ニ
罷
成
(
後
略
)
(
也

こ
の
芥
船
に
よ
る
深
川
木
場
の
埋
立
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
実
施
さ
れ
た
か
は
こ
の
記
録
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
堤
に
よ
っ
て
細

か
く
区
画
さ
れ
た
内
部
水
面
が
次
第
に
埋
立
て
ら
れ
て
陸
地
化
し
た
こ
と
は
第
四
図
な
ど
、
歴
年
の
地
図
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
推

察
さ
れ
る
。
そ
し
て
埋
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
後
の
深
川
材
木
問
屋
街
に
な
り
、
埋
め
残
さ
れ
た
水
面
が
そ
の
ま
ま
貯
水
池
と
し
て
残
存

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
貯
木
池
も
次
第
に
埋
立
て
ら
れ
て
そ
の
面
積
を
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
第
六
図
の
如
く
で
、
木
場
の
貯
木
池
は



埋
立
地
造
成
の
過
程
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

江
戸
市
街
地
の
拡
大
に
よ
る
木
場
の
遠
心
的
移
転
地
域
が
埋
立
地
先
端
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
埋
立
地
が
そ
の
造
成
過
程
に
お
い
て
埋
め

残
し
水
面
の
発
生
と
、
そ
れ
が
貯
木
池
と
し
て
利
用
し
う
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
内
部
水
面
(
貯
木
池
)
の

埋
立
て
に
よ
る
陸
地
化
は
そ
の
ま
ま
材
木
問
屋
街
の
立
地
も
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
深
川
木
場
は
干
潟
の
発
達
し
た
遠
浅
海
岸
に
人
工

的
に
造
成
し
た
埋
立
地
で
あ
っ
た
た
め
、
人
間
居
住
に
は
上
水
(
飲
料
水
)
と
水
害
の
問
題
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

万
治
三
年
(
一
六
六

O
)
架
橋
の
両
国
橋
、
元
禄
六
年
(
一
六
九
三
)

の
新
大
橋
、
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)

の
永
代
橋
が
そ
れ
ぞ
れ

架
橋
さ
れ
て
江
東
地
域
と
の
往
来
を
可
能
に
し
た
が
(
必
〕
、

そ
れ
以
前
は
渡
舟
に
よ
る
よ
り
み
ち
が
な
か
っ
た
。

当
時
の
深
川
が
地
高
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
万
治
二
年

(
一
六
五
九
)

の
本
所
開
発
右
〕
の
お
り
に
も
た
び
た
び
の
出
水
で
被
害
を
う
け
、
天
和
二
年
(
一
六
八
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江
東
を
撤
退
し
て
い
る

a)O
こ
の
よ
う
な
江
東
地
域
へ
移
転
し
た
深
川
木
場
へ
た
だ
ち
に
材
木
問
屋
が
そ
の
庖
舗
と
住
居
を
同
時

一一、司Jに
移
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
文
政
町
方
書
上

の
な
か
に
も
揚
場
屋
敷
(
9
)
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

(
御
府
内
備
考
)

最
初
貯

木
場
(
木
置
場
)

に
お
い
て
材
木
の
出
し
入
れ
や
、
そ
の
監
督
な
ど
の
た
め
の
小
屋
が
設
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
の
材
木
商

紀
文
(
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
)
は
没
落
の
と
き
ま
で
本
八
丁
堀
に
住
居
と
庖
を
も
っ
て
い
た
し
、
奈
良
茂
(
奈
良
屋
茂
左
衛
門
)
も
箱
崎

町
で
営
業
を
営
み
、
冬
木
屋
が
冬
木
町
に
土
地
を
買
っ
た
の
は
宝
永
二
年
(
一
七
七
三
)

で
、
南
茅
場
町
か
ら
深
川
の
同
地
に
移
っ
た
の

は
四
十
二
年
後
の
文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
)

で
あ
る
。
し
か
し
材
木
問
屋
一
色
十
左
衛
門
の
よ
う
に
古
く
か
ら
深
川
元
木
場
に
在
住
し

て
い
た
者
も
い
た
。
元
禄
以
前
に
お
い
て
は
深
川
の
お
も
な
土
地
は
材
木
問
屋
の
木
置
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
家
の
建
築
は
許
さ
れ

179 

な
か
っ
た
こ
と
は
、
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)

の
幕
府
か
ら
の
指
図
書
に
も
み
ら
れ
る
〈
必
)
O
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覚一
、
深
川
木
置
場
庭
舗
之
内
、
材
木
置
場
弐
聞
に
三
問
、
地
守
之
居
所
弐
聞
に
三
間
よ
り
外
、
何
に
而
も
家
の
分
一
切
造
申
間
敷
候
、
勿
論
材
木
小
屋

無
用
た
る
へ
く
日
覆
計
に
可
仕
候
。
若
相
背
者
於
有
之
ハ
穿
撃
之
上
曲
事
に
可
申
付
事
。

亥
(
天
和
三
年
)
閏
五
月

元
禄
六
年
(
一
六
九
三
)

の
新
大
橋
、
同
十
一
年
の
永
代
橋
の
架
橋
に
よ
り
、
江
戸
市
街
地
と
江
東
埋
立
地
と
を
結
合
し
た
た
め
交
通

の
障
害
条
件
は
解
消
さ
れ
る
な
ど
、
材
木
問
屋
も
木
置
場
と
と
も
に
そ
の
機
能
は
次
第
に
深
川
に
移
っ
て
、
材
木
問
屋
と
貯
木
池
の
併
立

(
同
居
)
し
た
深
川
木
場
が
出
現
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

む

す

び

東
京
湾
沿
岸
に
発
達
し
た
干
潟
は
古
く
か
ら
貝
類
な
ど
の
漁
場
と
し
て
の
地
域
的
性
格
(
地
域
性
)
を
も
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
慶
長
八
年
ご
六

O
三
)

の
徳
川
幕
府
成
立
に
よ
っ
て
、
江
戸
の
人
口
集
中
は
江
戸
市
街
地
を
次
第
に
拡
大
さ
せ
る
結
果
と
な

り
、
市
街
地
に
必
要
な
空
間
取
得
の
た
め
隅
田
川
河
口
の
干
潟
に
埋
立
地
が
造
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
人
口
集
中
に
と

も
な
う
材
木
需
要
の
増
加
は
、
江
戸
の
臨
海
地
域
に
木
場
(
木
置
場
)

の
造
成
を
必
要
と
し
た
が
、
江
戸
市
街
地
の
拡
大
と
埋
立
地
造
成

の
進
展
に
よ
り
、
木
場
は
郭
内
道
三
堀
河
岸
か
ら
遠
心
的
に
日
本
橋
本
材
木
町
・
深
川
元
木
場
・
深
川
木
場
へ
と
移
転
す
る
結
果
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

隅
田
川
三
角
洲
地
先
の
干
潟
に
は
江
戸
市
街
地
に
近
接
し
て
埋
立
地
が
造
成
さ
れ
、
埋
立
地
↓
市
街
地
ま
た
は
埋
立
地
貯
木
池
(
木

置
場
)
↓
市
街
地
、
そ
れ
以
遠
に
お
い
て
は
干
拓
地
(
新
田
)
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
市
街
地
化
し
、
明
治
以
後
は
王
場
地
帯
に
変

質
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
な
隅
田
川
三
角
洲
の
地
先
干
潟
に
お
け
る
地
域
性
の
変
化
に
対
し
て
、
明
治
以
前
の
東
京
湾
沿
岸
の
開
発
は
主
と
し
て
三
角

洲
先
端
や
入
江
の
新
田
(
干
拓
)
、

塩
田
お
よ
び
横
浜
市
街
地
形
成
の
た
め
の
埋
立
地
造
成
な
ど
で
あ
っ
た
。

多
摩
川
や
江
戸
川
三
角
洲

昭
和
四
年

の
塩

(
一
九
二
九
)

の
地
先
干
潟
で
は
、
古
く
か
ら
新
田
、
塩
田
の
開
発
が
実
施
さ
れ
た
が
、
明
治
四
三
年
(
一
九
一

O
)、

釣
掘
↓
工
場
敷
地
の
過
程
(
必
)
に
よ
っ
て
地
域
性
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

田
廃
止
後
は
、
塩
田
↓
荒
地
直
生
↓
水
田
、
v

塩
田
↓
養
魚
池
、

こ
の
よ
り
に
東
京
湾
沿
岸
の
干
潟
に
お
い
て
は
、
都
市
周
辺
と
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
開
発
過
程
も
地
域
性
の
変
化
に
も
地
域
差
の
存
在

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
o
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よ
り
集
計

拙
著
江
戸
市
街
地
拡
大
と
土
地
造
成
に
つ
い
て
昭
和
四
一
年
春
日
本
地
理
学
会
発
表

東
京
市
史
稿
市
街
編
一
八
巻
了
t
四
七
頁

荒
川
秀
俊
災
害
の
歴
史
一
一
一
一
頁
(
昭
和
三
九
年
)

東
京
市
史
稿
港
湾
編
一
巻
六
一
七

1
六
一
八
頁
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各
年
江
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図

御
府
内
備
考
(
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)
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和
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著
東
京
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貯
木
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と
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造
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庁
日
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林
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達
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頁

鉄
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院
本
邦
鉄
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会
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及
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三
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頁
(
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正
五
年
)
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彰
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史
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六
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六
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(
昭
和
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年
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頁
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タ
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端
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拓
過
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論
二
五
巻
二
号
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一
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(
昭
和
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七
年
)
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